
2018.2.1 89

（
　）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

消
防
団
員・個
人・団
体
を
表
彰

《
功
績
章
（
10
人
）》

佐
渡
尚
長（
仙
崎
３
）町
野
亘
宏（
日

置
３
）
波
多
野
伸
二
（
油
谷
人
丸
）

兼
澤
智
俊
（
油
谷
伊
上
）
小
笠
原
吉

人
（
油
谷
蔵
小
田
）
池
永
達
夫
（
宇

津
賀
後
畑
）
船
津
政
治
（
向
津
具
副

分
団
長
）
中
村
修
（
向
津
具
久
津
）

井
上
良
助
（
向
津
具
大
浦
）
松
尾
真

明
（
向
津
具
本
郷
）

《
勤
続
章
（
70
人
）》

30
年　

河
部
義
明
（
仙
崎
１
）
川
端

政
春
（
同
）
村
田
博
文
（
深
川
南
３
）

山
根
彰
（
同
）
惣
代
芳
治
（
日
置
１
）

永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）
藤
田
孝

之
（
宇
津
賀
立
石
）
岡
本
和
徳
（
向

津
具
分
団
長
）

20
年　

釼
物
伸
次
（
通
１
）
山
根
幸

広
（
同
）
山
田
吉
輝
（
仙
崎
２
）
大

深
泰
司
（
仙
崎
４
）
村
田
宣
弘
（
深

川
北
１
）
竹
内
康
雄
（
深
川
北
２
）

河
田
達
生
（
深
川
南
１
）
坂
井
典
嗣

（
深
川
南
２
）
岡
本
昌
朗
（
三
隅
第

１
滝
坂
）
田
邉
孝
志
（
三
隅
第
１
上

中
小
野
）
兼
重
智
一
（
三
隅
第
１
下

中
小
野
）
南
部
剛
（
三
隅
第
２
市
）

伊
藤
将
徳
（
三
隅
第
２
中
村
）
沖
村

清
（
三
隅
第
３
小
島
）
福
田
竜
太
郎

（
三
隅
第
３
分
団
長
）
大
野
健
作
（
三

隅
第
３
沢
江
）
大
西
基
（
日
置
１
）

松
永
充
功
（
油
谷
人
丸
）
藤
田
芳
博

（
同
）
吉
永
泰
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）

竹
島
伸
浩
（
宇
津
賀
後
畑
）
藤
永
利

明
（
向
津
具
久
津
）
秋
山
昌
文
（
同
）

10
年　

山
田
晋
太
（
通
１
）
新
宅
仁

文
（
通
２
）
上
利
将
司
（
仙
崎
１
）

西
嶋
真
吾（
仙
崎
４
）沖
田
敬
博（
同
）

都
野
瀬
誠
（
同
）
津
田
友
哉
（
同
）

無
量
谷
久
司
（
深
川
北
２
）
和
田
幸

一
（
同
）
三
好
和
之
（
深
川
北
３
）

荒
川
直
人
（
同
）
西
間
聖
治
（
深
川

南
１
）上
田
政
明（
同
）原
卓
也（
同
）

山
根
茂
（
深
川
南
２
）
原
田
満
（
同
）

堀
新
治（
深
川
南
３
）梅
田
信
司（
俵

山
２
）
飯
村
秀
明
（
同
）
坂
倉
弘
真

（
同
）
上
田
和
史
（
三
隅
第
１
宗
頭
）

近
藤
倫
（
三
隅
第
２
市
）
長
澤
嘉
彦

（
同
）
中
谷
賢
（
同
）
小
松
憲
治
（
同
）

西
村
和
美
（
三
隅
第
２
中
村
）
武
林

裕
介
（
三
隅
第
３
小
島
）
山
中
優
宏

（
三
隅
第
３
豊
原
）
松
永
茂
樹
（
油

谷
人
丸
）西
田
勝
利（
同
）津
村
匠（
油

谷
蔵
小
田
）
高
野
広
道
（
同
）
仲
子

徹
（
向
津
具
久
津
）
岡
嶋
謙
治
（
同
）

池
永
豊
（
向
津
具
大
浦
）
木
原
信
明

（
向
津
具
本
郷
）
北
川
昌
弘
（
同
）

久
保
田
和
也
（
同
）
藤
川
洋
（
向
津

具
川
尻
）

《
退
職
団
員
感
謝
状
（
27
人
）》

木
村
正
雄（
副
団
長
）永
松
文
夫（
油

谷
方
面
隊
長
）
石
川
秀
明
（
通
１
）

後
根
美
明
（
同
） 

中
村
利
明
（
仙
崎

２
）
飯
田
法
幸
（
仙
崎
３
）
藤
井
博

志
（
同
）
小
﨑
真
一
（
深
川
北
１
）

山
田
憲
吾
（
同
）
山
村
義
弘
（
深
川

北
２
）
石
光
徳
仁
（
同
）
原
田
一
男

（
同
）
上
田
拓
史
（
深
川
南
１
）
利

重
政
宏
（
深
川
南
２
）
本
田
日
出

夫
（
俵
山
１
）
加
藤
雅
教
（
俵
山

２
）
中
尾
宏
治
（
三
隅
第
１
下
中
小

野
）
中
野
一
晃
（
三
隅
第
２
副
分
団

長
）
木
原
勲
（
三
隅
第
２
中
村
）
河

村
幸
宣
（
三
隅
第
２
野
波
瀬
）
柳
本

宗
彦
（
三
隅
第
３
副
分
団
長
）
山
下

賢
三
（
三
隅
第
３
豊
原
）
中
野
明
彦

（
三
隅
第
３
沢
江
）
永
尾
智
之
（
日

置
２
）
日
坂
成
雄
（
油
谷
人
丸
）
河

上
実
夫
（
油
谷
蔵
小
田
）
井
上
良
助

（
向
津
具
大
浦
）

　

新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式

が
１
月
７
日

（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

を
会
場
に
行
わ
れ
、
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
消
防
関

係
者
約
700
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
西
市
長
が
「
災
害

は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
ま
た
市

民
か
ら
愛
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し

て
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
の
後
、
流
田
壽
雄
消
防

団
長
は
「
近
年
の
大
規
模
災
害
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
団
結
を
強
固
に
し
て
、
地
域
住

民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
わ
る
と
、
す
べ
て
の
部

隊
が
隊
列
を
組
み
、
会
場
を
１
周
す

る
「
観
閲
行
進
」、
大
西
市
長
や
来

賓
が
点
検
す
る
「
人
員
機
材
点
検
」

が
行
わ
れ
、
最
後
は
13
部
隊
の
車
両

が
一
列
に
並
び
、
空
に
向
か
っ
て
一

斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

※
各
種
表
彰
の
受
賞
者
は
次
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す

県
消
防
協
会
長
表
彰

《
優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰
》

奥
野
博
子
（
み
の
り
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
》

菱
海
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

《
優
良
団
員
表
彰
（
14
人
）》

釼
物
伸
次（
通
１
）久
保
田
欣
康（
同
）

萩
原
典
人
（
深
川
北
２
）
平
田
健
二

（
同
）
梶
川
節
雄
（
日
置
１
）
光
井

修
（
同
）
藤
嶋
徹
（
日
置
３
）
野
中

保
志
（
同
）
中
嶋
智
之
（
油
谷
河
原
）

吉
永
泰
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）
白
井
美

智
二
（
同
）
池
永
知
仙
（
宇
津
賀
後

畑
）
藤
田
和
秀
（
宇
津
賀
立
石
）
藤

井
晋
作
（
宇
津
賀
角
山
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状（
12
人
）》

木
村
正
雄
（
副
団
長
）
永
松
文
夫
（
油

谷
方
面
隊
長
）
後
根
美
明
（
通
１
）

中
村
利
明
（
仙
崎
２
）
藤
井
博
志
（
仙

崎
３
）
石
光
徳
仁
（
深
川
北
２
）
原

田
一
男（
同
）本
田
日
出
夫（
俵
山
１
）

加
藤
雅
教
（
俵
山
２
）
中
尾
宏
治
（
三

隅
第
１
下
中
小
野
）
日
坂
成
雄
（
油

谷
人
丸
）
井
上
良
助
（
向
津
具
大
浦
）

長
門
市
消
防
団
長
表
彰

県
消
防
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

《
精
勤
章
（
39
人
）》

河
﨑
政
徳（
仙
崎
１
）尾
崎
将
司（
同
）

西
嶋
真
吾（
仙
崎
４
）沖
田
敬
博（
同
）

都
野
瀬
誠
（
同
）
津
田
友
哉
（
同
）

無
量
谷
久
司
（
深
川
北
２
）
和
田
幸

一
（
同
）
大
谷
浩
章
（
同
）
坂
野
智

之
（
深
川
南
１
）
大
谷
和
弘
（
深
川

南
２
）
村
田
耕
治
（
深
川
南
３
）
坂

辻
満
（
俵
山
１
）
本
田
勝
規
（
同
）

田
中
秀
典
（
俵
山
２
）
弘
中
剛
（
三

隅
第
１
宗
頭
）
坂
田
雅
之
（
三
隅
第

１
兎
渡
谷
）
中
谷
賢
（
三
隅
第
２
市
）

松
岡
裕
史
（
三
隅
第
２
中
村
）
水
野

庄
司
（
同
）
吉
岡
雄
慈
（
三
隅
第
２

野
波
瀬
）松
本
徹（
同
）安
藤
雅
裕（
三

隅
第
３
小
島
）
山
中
優
宏
（
三
隅
第

３
豊
原
）
山
中
翔
平
（
同
）
杉
原
裕

紀
（
三
隅
第
３
浅
田
）
惣
代
芳
治
（
日

置
１
）上
田
知
之（
同
）末
永
貴（
同
）

林
寿
樹
（
日
置
２
）
荒
田
孝
蔵
（
油

谷
河
原
）
中
野
善
雄
（
同
）
今
津
太

志
（
向
津
具
大
浦
）
池
永
豊
（
同
）

久
保
田
和
也
（
向
津
具
本
郷
）
小
島

一
夫（
同
）中
川
光
利（
向
津
具
川
尻
）

末
冨
勝
吉
（
同
）
松
本
恭
幸
（
同
）

長
門
市
長
表
彰

団結し、地域を守る使命を胸に。

長門市消防出初式

決
意
新
た
に
、700
人
が
出
席

観閲行進時の吹奏楽演奏 天候も良く観覧者も多かった 消防車も順に登場 表彰を受ける幼年消防クラブ

真剣な表情の消防団員日置婦人防火クラブの行進人員機材点検

劇場で行われた式典

表彰状の贈呈 観閲行進

一斉放水


